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(57)【要約】
少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機
燃料管理システムを動作させる方法であって、各燃料タ
ンクが関連する燃料量計を有し、これらの燃料量計は、
関連する燃料タンク内の燃料量の指標を提供するように
構成されている方法において、少なくとも1つの燃料量
計の故障の場合に燃料管理システムにより利用される、
航空機の燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の値を計算するス
テップを備え、前記燃料搭載量は、初期燃料搭載量(FOB
init)から使用燃料量を差し引いた値として計算される
。追加的に又は代わりに、航空機の総重量の重心の値を
、故障した燃料量計に関連する各燃料タンクの燃料の割
り当て値を用いて計算する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃料管理システムを動作させる
方法であって、各々の前記燃料タンクが、関連する燃料量計を有し、該燃料量計は、関連
する前記燃料タンク内の燃料量の指標を提供するように構成されている方法において、
　少なくとも1つの前記燃料量計の故障の場合に前記燃料管理システムにより利用される
、前記航空機の燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の値を計算するステップを備え、
　前記燃料搭載量は、初期燃料搭載量(FOBinit)から使用燃料量を差し引いた値として計
算されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の計算値と、燃料搭載量がゼロである前記航空機の重
量の所定値との和に等しい、前記航空機の総重量(GW)の値を計算するステップをさらに備
えていることを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、前記航空機の全てのエンジンが始動した時に、
各々の前記燃料タンクに関連する各々の前記燃料量計により与えられる、各々の前記燃料
タンク内の燃料量の合計として求められることを特徴とする請求項1又は2に記載の方法。
【請求項４】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、前記航空機の全てのエンジンが稼動している時
に、故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンク毎の燃料の割り当て値の合計と、残
りの前記燃料タンクに関連する各々の前記燃料量計により与えられる、各々の前記残りの
燃料タンク内の燃料の合計との、和として求められることを特徴とする請求項1又は2に記
載の方法。
【請求項５】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、各々の前記燃料タンク内の燃料量の値の合計と
して求められ、
　各々の前記燃料タンク内の燃料量の値は、手動で入力されることを特徴とする請求項1
又は2に記載の方法。
【請求項６】
　前記故障した燃料量計に関連する少なくとも1つの前記燃料タンク内の燃料の前記割り
当て値は、ゼロから前記燃料タンクの最大容量までの範囲内にあることを特徴とする請求
項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記割り当て値は、正常に機能する前記燃料量計を有する、前記システム内の他の前記
燃料タンク内の燃料量と等しくなるように、自動的に設定されることを特徴とする請求項
6に記載の方法。
【請求項８】
　前記割り当て値は、手動で入力されることを特徴とする請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃料管理システムを動作させる
方法であって、各々の前記燃料タンクが、関連する燃料量計を有し、該燃料量計は、関連
する前記燃料タンク内の燃料量の指標を提供するように構成されている方法において、
　少なくとも1つの前記燃料量計の故障の場合に前記燃料管理システムにより利用される
、前記航空機の総重量の重心の値を計算するステップを備え、
　前記計算は、前記故障した燃料量計に関連する各々の前記燃料タンク内の燃料の割り当
て値を用いることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記割り当て値は、ゼロから前記燃料タンクの最大容量までの範囲内にあることを特徴
とする請求項9に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記割り当て値は、正常に機能する前記燃料量計を有する、前記システム内の他の前記
燃料タンク内の燃料量と等しくなるように、自動的に設定されることを特徴とする請求項
10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記割り当て値は、請求項2～5のいずれかに記載の方法により求められる前記初期燃料
搭載量から、残りの前記燃料タンク毎の前記燃料量計の値の合計を、差し引いた値と等し
くなるように設定されることを特徴とする請求項10に記載の方法。
【請求項１３】
　前記割り当て値は、手動で入力されることを特徴とする請求項10に記載の方法。
【請求項１４】
　前記航空機のあらゆる前記燃料タンクからの燃料の転送を、前記計算値に応じて、自動
的に制御するステップをさらに備えていることを特徴とする請求項1～13のいずれかに記
載の方法。
【請求項１５】
　前記航空機は、複数の燃料タンクを有し、
　故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンクは、他の前記燃料タンクが空であると
判定されると同時に、空であると自動的に判定され、
　両方の前記燃料タンクは通常、ほぼ同じ量の燃料を含むことを特徴とする請求項1～14
のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンクは、前記燃料タンク内に配置されたポ
ンプからの燃料圧力信号が所定時間より長い間、閾値を下回る場合に、空であると判定さ
れることを特徴とする請求項1～15のいずれかに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、航空機燃料システムの1つ以上の燃料タンクに関連する燃料量計の故障の場
合に、航空機燃料管理システムを動作させる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代の大型航空機は、一般的に、複数に分かれた燃料タンクを有する。各タンク内の燃
料量は、コンピュータ化された燃料管理システムにより、飛行中に監視及び制御されてい
る。航空機が空港からの出発を許可されることができる前に、航空機のパイロットは、航
空機の燃料搭載量が意図する目的地に到達するために十分であることを、確信していなけ
ればならない。通常、この要件を満たすための、航空機の燃料搭載量に関する必要な情報
は、個別燃料タンクの各々からの燃料量の読取り値に基づき、燃料管理システムにより与
えられる。飛行中、個別のタンクの各々からの燃料量の読取り値を、他のパラメータとと
もに用いて、任意時刻に航空機の総重量の重心を計算し、個別燃料タンク間の燃料の自動
転送を行って、該重心を所望限度内に維持する。既知の手順によれば、航空機が地上にあ
る間又は飛行中のいずれかに、燃料管理システム内の故障により個別燃料タンク内の燃料
量が不明となる場合、燃料管理システムによる個別燃料タンク間の燃料転送の自動制御が
停止する。なぜなら、航空機の燃料搭載量の合計値が、もはや燃料管理システムに伝わら
ないないからである。しかしながら、航空機の出発又は航空機の飛行継続は、航空機乗務
員が、任意時刻の燃料搭載量の手計算に基づき、手動で燃料転送を行う条件で許可される
。このことは、乗務員の作業負荷を増加させる欠点を有する。そして、燃料の計算及び転
送は、ヒューマン（人為的）エラーが発生しやすいので、航空機の安全性を低下させるか
らである。したがって、これらの欠点に対処する代案の燃料管理システムとその動作方法
を提供することは、有利である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
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【０００３】
　本発明の第1の態様によれば、少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃
料管理システムを動作させる方法が提供され、上記燃料タンクの各々は、関連する燃料タ
ンク内の燃料量の指標を提供するように構成された、関連する燃料量計を有し、この方法
は、上記燃料量計の少なくとも1つの故障の場合に、上記燃料管理システムにより利用さ
れる、航空機の燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の値を計算するステップを備え、上記燃料搭
載量は、初期燃料搭載量(FOBinit)から使用燃料量を差し引いた値として、計算される。
【０００４】
　さらに、該方法は、上記燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の計算値と燃料搭載量がゼロであ
る航空機の重量の所定値との和に等しい、上記航空機の総重量(GW)の値を計算するステッ
プをさらに備えることができる。
【０００５】
　上記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、全ての航空機のエンジンが始動した時に、上記
燃料タンクの各々に関連する上記燃料量計の各々により与えられる、各燃料タンク内の燃
料量の合計として求められることが好ましい。
【０００６】
　代案として、上記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、全ての航空機エンジンが稼動して
いる時に、故障した燃料量計に関連する各燃料タンクの燃料の割り当て値の合計と、残り
の燃料タンクに関連する各燃料量計により与えられる、残りの各燃料タンク内の燃料の合
計との、和として求めることができる。
【０００７】
　さらに、上記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、各燃料タンク内の燃料量の値の合計と
して求めることができ、これらの燃料量の値は、手動で入力される。
【０００８】
　FOBinitを求めるためのあらゆる方法を、2つ以上の燃料タンクの組み合わせに用いるこ
とができる。
【０００９】
　故障した燃料量計に関連する少なくとも1つの上記タンク内の燃料の上記割り当て値は
、ゼロからこのタンクの最大容量との間の範囲内にあることが好ましい。上記割り当て値
は、正常に機能する燃料量計を有する、上記システム内の他の燃料タンク内の燃料量に等
しくなるように、自動的に設定することができる。代案として、上記割り当て値は、手動
で入力することができる。
【００１０】
　本発明の他の態様によれば、少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃
料管理システムを動作させる方法が提供され、上記燃料タンクの各々は、関連する上記燃
料タンク内の燃料量の指標を提供するように構成された、関連する燃料量計を有し、上記
方法は、少なくとも1つの上記燃料量計の故障の場合に、上記燃料管理システムにより利
用される、上記航空機の総重量の重心の値を計算するステップを備え、上記計算は、故障
した燃料量計に関連する各燃料タンク内の燃料の割り当て値を用いる。
【００１１】
　上記割り当て値は、ゼロから上記タンクの最大容量までの範囲内とすることができる。
上記割り当て値は、正常に機能する燃料量計を有する、上記システム内の他の燃料タンク
内の燃料量に等しくなるように、自動的に設定することができる。代案として、上記割り
当て値は、本発明の上記第1の態様の方法により求められる初期燃料搭載量から、各残り
の燃料タンクについての燃料量計の値の合計を、差し引いた値と等しくなるように設定す
ることができる。さらに、上記割り当て値は、手動で入力することができる。
【００１２】
　本発明のいずれかの態様によれば、あらゆる上記航空機燃料タンクからの燃料の転送を
、上記計算値に応じて、自動的に制御することができる。航空機が複数の燃料タンクを有
する場合、故障した燃料量計に関連するタンクは、他のタンクが空であると判定されると
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同時に、空であると自動的に判定することができ、両方のタンクは通常、ほぼ同じ量の燃
料を含む。代案として、上記タンクは、このタンク内に配置されたポンプからの燃料圧力
信号が所定時間より長い間、閾値を下回る場合に、空であると判定することができる。
【００１３】
　以下、非限定的な一例として、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】航空機内の可能な燃料タンクの配置の概略図である。
【図２】図1の燃料タンクの配置に関連する燃料管理システムの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　航空機燃料システム内の個別燃料タンクの一般的な配置の概略図を図1に示す。図1には
、明確化のために、航空機の燃料タンクを含む部分のみ、すなわち主翼及び尾部のみを示
す。航空機の主翼2内には、2対の燃料タンク（合計4つの個別タンク）、すなわち内側対4
a、4bと外側対6a、6bとが、配置される。一般的に、航空機に搭載される燃料の大部分は
、これらのタンク内に保持される。単一の中央タンク7は、主翼間にある航空機の胴体内
に配置される。追加的な単一のタンク8は、航空機の尾部内に配置され、さらに具体的に
は水平安定板（スタビライザー）10内に配置される。この燃料タンクは、一般的にトリム
タンクと称される。なぜなら、このタンク内に保持される燃料の量を変化させることによ
り、航空機の重心を制御又は調整（トリム）することができるからである。図示される燃
料タンクの配置は、単なる一例として示し、他の配置が可能であることは、明らかである
。例えば、一部の航空機はトリムタンクを有さず、一方、他の航空機は航空機の貨物室内
に配置された追加的なタンクを有することができる。
【００１６】
　各個別燃料タンクには、各タンク内の燃料量についての報告値を提供する、対応する燃
料量計（FQI: Fuel Quantity Indicator）が関連付けられている。この値は、一般的にキ
ログラム単位で与えられる。実際には、複数の個別燃料センサーからの読取り値が、燃料
タンク毎に、航空機の姿勢に関する情報と、さらに燃料タンクの形状に関する情報ととも
に、取得される。これらの読取り値は、適切なデータ処理装置により組み合わされると、
燃料タンク内に含まれる燃料量の報告値に対して単一の値を与える。しかしながら、明確
性と理解の容易性とのために、燃料タンク毎のFQIは、単一のユニットとみなすことがで
きる。全ての個別燃料タンクについて、各FQIにより報告される値は、一般的に、航空機
コクピット内の適切な表示器により航空機乗務員に報告されると共に、燃料管理システム
を含む航空機制御システムの他の部分に与えられる。燃料量計により報告される燃料値を
用いて計算される他のパラメータの例は、航空機の燃料搭載量(FOB: Fuel On Board)、航
空機の総重量(GW: Gross Weight)、及び飛行中の航空機の総重量の重心(GWCG: Gross Wei
ght Centre of Gravity)を含む。これらの値は、例えば個別燃料タンク間で自動的に燃料
を転送して、GWCGを特定の限界値内に維持するために、燃料管理システムにより用いられ
る。
【００１７】
　タンク内に保持される燃料量の値が得られないという、単一の燃料タンク用の１つのFQ
Iの故障の場合、従来技術によるシステムでは、これに対応して、FOB値、GW値、及びGWCG
値がこれに応じて得られなくなる。これにより、これらの値に基づく燃料管理システムに
よる燃料タンク間の自動的な燃料の転送が可能ではなくなる。
【００１８】
　本発明の実施形態による燃料管理システムの概略図を、図2に示す。各個別燃料タンク
に関連する各燃料量計14からのデータ入力を受信する、第1のデータ処理装置12が設けら
れる。さらに、第1のデータ処理装置12は、航空機の各エンジンにより使用された燃料量
の指標を提供する使用燃料量計(FU: Fuel Used)からの、データ入力も受信する。使用燃
料量計16は、各エンジンに関連する。該エンジンは、図1及び2に示す例において、合計2
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つになる。第1のデータ処理装置12は、一般的にオペレータインタフェース18に接続され
る。オペレータインタフェース18は、例えば航空機コクピット内に配置され、航空機燃料
システムに関する情報を航空機乗務員又は整備員に対して出力するように設けられ、また
、データ入力を、オペレータインタフェース18を介して第1データ処理装置12に与えるこ
とを可能にするように設けられた、タッチスクリーンとすることができる。また、第1の
データ処理装置12は、一般的に、航空機の他の制御システムに関連する1つ以上の他のデ
ータ処理装置20と双方向に通信する。各個別燃料タンクに関連する全ての燃料量計14が正
常に動作している場合、燃料量計14は、各個別燃料タンク内の燃料量を示すデータを、第
1のデータ処理装置12に提供する。各タンク内の燃料量は、第1のデータ処理装置により合
計されて、航空機の燃料搭載量FOBの値が与えられる。FOBの値は、1つ以上の燃料システ
ムパラメータ、例えば航空機の総重量GWを計算するために用いられる。次に、このデータ
は、あらゆる所望の燃料転送を決定及び制御するために、第1のデータ処理装置により、
単独で、又は航空機制御システム内の1つ以上の他のデータ処理装置20と共に用いられる
。燃料量及び燃料使用量に関する情報は、第1データ処理装置によりオペレータインタフ
ェース18にも与えられ、ゆえに航空機乗務員にも与えられる。
【００１９】
　航空機が離陸のために出発する前又は飛行中のいずれかに生じる、1つ以上のFQIの故障
の場合、燃料搭載量の正常値はもはや得られなくなる。本発明の実施形態によれば、これ
らの状況において燃料管理システムは、FOBの正常値を、FOB_FailedFQIと称する計算値に
置き換える。FOB_FailedFQIの計算は、次のように行う：
　　　FOB_FailedFQI = FOBinit - Fuel_Used
【００２０】
　Fuel_Usedは、全ての航空機エンジンが始動され完全に稼動している時点から、航空機
エンジンにより使用された燃料量の値であり、各航空機エンジンに関連する使用燃料量計
16により与えられる値の合計から求められる。
【００２１】
　FOBinitは、航空機の出発前に全ての航空機エンジンが完全に稼動している時点、すな
わちFuel_Usedが記録される時点と同じ時点における、初期燃料搭載量の値である。航空
機の全てのFQIが、航空機の出発時点で機能している場合、FOBinitの値は、各FQIにより
報告される燃料量値の合計として与えられる。そして、この後のFQIの故障の場合に備え
て、FOB_FailedFQIの値が、燃料管理システムのデータ処理装置12により、航空機の飛行
中に継続的に計算される。FQIの故障の場合、FOB_FailedFQIの計算値は、FOBの正常値と
置き換わる。
【００２２】
　航空機が出発する前にFQIの故障が発生する場合、FOBinitの値は、代案方法で求められ
る。いくつかの実施形態によれば、FOBinitの値は、正常に機能しているFQIにより報告さ
れる値の合計と、故障したFQIに関連する燃料タンク内の燃料量の割り当て値との和とし
て求められる。この割り当て値は、単に、故障したFQIタンク内の予測燃料量に関する航
空機乗務員の知識に基づき、航空機乗務員により手動で入力される（オペレータインタフ
ェース18を介して入力される）値とすることができる。代案として、この割り当て値は、
故障したFQIに関連する燃料タンクの場所に応じて自動的に決定することができる。例え
ば、故障したFQIに関連する燃料タンクが主翼タンク(4a、6a)である場合、この割り当て
値は、反対側の主翼内に配置された、対応する姉妹タンク(4b、6b)について報告されたFQ
I値に等しくなるように設定される。故障したFQIと関連する燃料タンクがトリムタンクで
ある場合、この割り当て値は、ゼロに設定される。2つ以上のFQIの故障が発生する場合、
関連するタンク毎の割り当て値は、上述した方法のいずれかにより求められる。例えば、
それぞれの割り当て値を決定する2つ以上の方法を同時に行うことができる。
【００２３】
　FOBinitの値を求める他の代案方法は、燃料タンク毎の推定値を（該タンクに関連するF
QIが故障したか否かに関わらず）手動で入力し、全ての推定値を合計することである。
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【００２４】
　本発明の実施形態では、FOB_FailedFQIに加えて、他の航空機パラメータを導出するこ
とができる。例えば、FQIの故障の場合における航空機の総重量についてのGW_FailedFQI
と称される値は、次のように導出することができる：
　　　GW_FailedFQI = FOB_FailedFQI + ZFW
ここで、ZFWは、燃料搭載量がゼロである航空機の重量の所定値であり、一般的に航空機
乗務員により燃料管理システムに手動で入力される。
【００２５】
　本発明の実施形態において計算される他の航空機パラメータは、航空機の長さに沿った
、航空機の総重量の重心GWCGである。正常な状態下では、すなわち全てのFQIが動作可能
である状態下では、GWCGは、燃料管理システムにより、各燃料タンク内の燃料の質量を、
燃料タンク自体の他の既知の特性、例えば重心距離などとあわせて用いて、計算される。
このような各タンク内の燃料質量を用いたGWCGの計算方法は、当業者にとって既知である
。FQIの故障の場合、GWCGは、本発明の実施形態により、各故障したFQIに関連する燃料タ
ンク内の燃料の質量値を割り当てることにより、計算される。この値は、FOBinitの導出
に関連して上述した方法と類似の方法で、関連する燃料タンクの場所に応じて、自動的に
割り当てることができる。例えば、FQIの故障が主翼タンクに関係する場合、該主翼タン
クの燃料の質量は、他方の主翼内の対応するタンク内の燃料の質量と等しくなるように、
割り当てる。一方、トリムタンクに関係するFQIの故障により、該トリムタンク内の燃料
の質量値は、ゼロに設定される。代案として、この値は、正常に機能している燃料量計を
有する各燃料タンク内の燃料量の値を、初期燃料搭載量FOBinitの値から、差し引くこと
により割り当てることができる。他の実施形態では、この割り当て値は、乗務員により手
動で入力することができる。故障したFQIに関連する各燃料タンク内の燃料量の値を割り
当てた後、GWCGは、既知の方法により計算される。
【００２６】
　本発明の実施形態により計算されるパラメータ値を、その後に、燃料管理システムが用
いて、1つ以上のFQIの故障の場合に、燃料タンク間のあらゆる所望の燃料転送を制御する
ことができる。例えば、燃料管理システムは、自動的な燃料転送を例えばFOB_FailedFQI
、GW_FailedFQI、又はGWCG_FailedFQIの計算値を用いて実行可能にしつつ、故障したFQI
に関連する燃料タンクへの自動的な燃料転送を許可しないように、構成することができる
。このような燃料タンクへの自動転送が禁止される場合、燃料管理システムは、航空機乗
務員に対して、（オペレータインタフェースを介して）報知し、当該燃料タンクへの燃料
の手動転送を行うように要求することができる。さらに、故障したFQIに関連するタンク
は、他の燃料タンク、例えば対応する主翼タンクから報告されたFQI値の状態に基づき、
燃料管理システムにより空であると判定することができる。代案として、タンク内に配置
された燃料ポンプのいずれかからの燃料圧力読取り値が、所定期間以上、閾値を下回る場
合、タンクが空であると判定することができる。こうして、タンクが事実上、ポンプによ
り空にされたことを示す。
【００２７】
　本発明の実施形態により燃料管理システムを動作させることにより、1つ以上の航空機
パラメータを自動的に計算し、その後の燃料転送を燃料管理システムにより自動的に動作
させることができる。このことは、FQIの故障の場合に航空機乗務員の作業負荷を減少さ
せるとともに、手動での燃料転送の実行におけるヒューマンエラーの可能性を除去するこ
とにより、このような状態における航空機の安全性を向上させるという、2つの利点を有
する。
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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月27日(2011.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃料管理システムを自動的に動
作させる方法であって、各々の前記燃料タンクが、関連する燃料量計を有し、該燃料量計
は、関連する前記燃料タンク内の燃料量の指標を提供するように構成されている方法にお
いて、
　少なくとも1つの前記燃料量計の故障の場合に前記燃料管理システムにより利用される
、前記航空機の燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の値を計算するステップを備え、
　前記燃料搭載量は、初期燃料搭載量(FOBinit)から使用燃料量を差し引いた値として計
算されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記燃料搭載量(FOB_FailedFQI)の計算値と、燃料搭載量がゼロである前記航空機の重
量の所定値との和に等しい、前記航空機の総重量(GW)の値を計算するステップをさらに備
えていることを特徴とする請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、前記航空機の全てのエンジンが始動した時に、
各々の前記燃料タンクに関連する各々の前記燃料量計により与えられる、各々の前記燃料
タンク内の燃料量の合計として求められることを特徴とする請求項1又は2に記載の方法。
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【請求項４】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、前記航空機の全てのエンジンが稼動している時
に、故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンク毎の燃料の割り当て値の合計と、残
りの前記燃料タンクに関連する各々の前記燃料量計により与えられる、各々の前記残りの
燃料タンク内の燃料の合計との、和として求められることを特徴とする請求項1又は2に記
載の方法。
【請求項５】
　前記初期燃料搭載量(FOBinit)の値は、各々の前記燃料タンク内の燃料量の値の合計と
して求められ、
　各々の前記燃料タンク内の燃料量の値は、手動で入力されることを特徴とする請求項1
又は2に記載の方法。
【請求項６】
　前記故障した燃料量計に関連する少なくとも1つの前記燃料タンク内の燃料の前記割り
当て値は、ゼロから前記燃料タンクの最大容量までの範囲内にあることを特徴とする請求
項4に記載の方法。
【請求項７】
　前記割り当て値は、正常に機能する前記燃料量計を有する、前記システム内の他の前記
燃料タンク内の燃料量と等しくなるように、自動的に設定されることを特徴とする請求項
6に記載の方法。
【請求項８】
　前記割り当て値は、手動で入力されることを特徴とする請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも1つの燃料タンクを有する航空機用の航空機燃料管理システムを自動的に動
作させる方法であって、各々の前記燃料タンクが、関連する燃料量計を有し、該燃料量計
は、関連する前記燃料タンク内の燃料量の指標を提供するように構成されている方法にお
いて、
　少なくとも1つの前記燃料量計の故障の場合に前記燃料管理システムにより利用される
、前記航空機の総重量の重心の値を計算するステップを備え、
　前記計算は、前記故障した燃料量計に関連する各々の前記燃料タンク内の燃料の割り当
て値を用い、
　前記割り当て値は、正常に機能する前記燃料量計を有する、前記システム内の他の前記
燃料タンク内の燃料量と等しくなるように、自動的に設定されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記航空機のあらゆる前記燃料タンクからの燃料の転送を、前記計算値に応じて、自動
的に制御するステップをさらに備えていることを特徴とする請求項1～9のいずれかに記載
の方法。
【請求項１１】
　前記航空機は、複数の燃料タンクを有し、
　故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンクは、他の前記燃料タンクが空であると
判定されると同時に、空であると自動的に判定され、
　両方の前記燃料タンクは通常、ほぼ同じ量の燃料を含むことを特徴とする請求項1～10
のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　故障した前記燃料量計に関連する前記燃料タンクは、前記燃料タンク内に配置されたポ
ンプからの燃料圧力信号が所定時間より長い間、閾値を下回る場合に、空であると判定さ
れることを特徴とする請求項1～11のいずれかに記載の方法。
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